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1歳1歳6カ月2歳3歳 0-2カ月3-5カ月6-8カ月9-11カ月

ひとりで立つ
自己主張をする
パチパチ・バイバイが
できる

ひとりでじょうず
に歩く
走る
階段を上がる
なぐり書きをする
スプーンを使って
食べる
積み木で遊ぶ
名前を呼ぶと返事
をする
言葉を話す

高熱が出た場合、熱
性けいれんが起こる
可能性があります。

イヤイヤ期・反抗期
ジャンプする
二語文を話す

外で遊ぶようになると、飛び出し事故が多く
なります。手をつないで歩く、安全な場所で
遊ばせるなどの注意が
必要です。

自分の名前をいう
言 葉 で の 指 示 に 
従う
ク レ ヨ ン な ど で 
〇を描く
自転車をこぐ
友だちと遊ぶ

動きが活発になるた
め、ベッド、階段、
窓などからの転落に
気をつけましょう。

母 乳・ ミ ル ク を
飲むとき以外は、
ほとんど眠って
いる
顔を見つめる
ひとりでほほえ
む

「あー、うー」と
声を出す
音におどろく

首がすわる
ガラガラを握る
あやすと笑う
声がするほうを
向く
手を伸ばして物
をつかむ
うつぶせで頭を
上げる
目で物を追う

寝返りをする
ひとりで座る

「 い な い い な い
ばぁ」を喜ぶ
人見知りをする
音がするほうを向
く

はいはいをする
つかまり立ちを
する
指で物をつまむ
伝い歩きをする
あと追いをする

ひとりで動きはじめるようになると、ストーブに触る、テーブルの上の熱いお茶をひっくり返すなどの
事故につながりやすくなります。

目につく物を口に入れようとするため、危ない
物は手の届かないところに置きましょう。

誤飲・中毒

車で移動するときは必ずチャイルドシート
を正しく装着しましょう。

車中のケガ

乳幼児は体温調節機能が未発達で、高温下では短時間で体温が上昇し、
死に至ることがあります。

車内放置

上の子が抱き上げて
ケガをさせる、物を
食べさせてしまうな
ど、思わぬことが事
故につながることが
あります。

上の子の不注意

ビニール袋などを赤ちゃんの近くに置かず、
うつぶせで寝かせないようにしましょう。

窒息

寝返りをしなくても足で動いて転落することがあります。だっこひもからの転落も。

やけど

溺水

ひきつけ 転落

わずか５～ 6㎝の水位でも溺れることがあります。浴室などにはひとりで近づけないようにしましょう。

交通事故

転落

●「発達のめやす」は、あくまでも目安です。発達には個人差がありますので、心配事があれば乳幼児健診などで積極的に相談しましょう。 
　  また、加入している健康保険に健康電話サービスなどがある場合は、ぜひご利用ください。
●「こんな事故に注意」は、事故が起きやすい時期を示しています。特定の時期に限らず、日ごろから事故を未然に防ぐよう注意してください。

（計測、診察、相談、歯科検診など）（計測、診察、歯科検診など）

育児と食事などの相談

（計測、診察、相談、歯科検診など）（計測、診察、歯科検診など）

育児と食事などの相談

（計測、診察、相談など）（計測、診察、相談など）

予防接種の予定を決めましょう。
予防接種は生後2カ月から受けられます。

（計測、診察、相談など）（計測、診察、相談など）

※ママも産後1〜2カ月目には医師の診察を受けましょう。

動きが速くなるためケガが増えます。

ケガ ママ・パパがイライラしているときは、赤ちゃ
んから離れ、深呼吸して SOS を！

乳幼児揺さぶられ症候群

1 カ月健診3-4 カ月健診6-7 カ月健診9-10 カ月健診1 歳児健診1 歳 6 カ月健診２歳児健診３歳児健診
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